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今までの自分

災害についての情報は
メディアを通して
知るに留まっていた

災害ボランティア活動
に参加。震災について
視野を広げ学びたい。

2021年春受講
・医療と生命
2023年春受講

・地域の防災と安全
⇓

▪災害対策について興味→行動の
必要性

▪防災について意識が高まった。

2022年春・夏にかけて
災害ボランティア活動に参加。
現地で当事者の方との交流を通し
生の声を聴くことが出来た。

改めて
震災の恐怖、普段からの意識が

必要であることを痛感させられた。

学び

動く

自己成長

①行動することで、報道からでは
得られない体験が出来た。

②他者に対し想像して思いやる事
や経験を伝える必要性を学んだ。
★私自身人との関わりの中「感謝
の言葉」を頂くことでやりがいを

感じる事に気づいた。

目標

今後もできる限りボランティア活動
に参加したい。SNSからの呼びかけ
や募金活動に協力する事など必要性
を見極め「思いやり」のある行動を
普段からも心がけたい。また、目先
にとらわれず、広い視野で物事を見

て判断する力を養いたい。
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